
【資料2】・後期計画概要一覧

イメージ 基本目標 方向性 基本施策 将来の姿 目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 個別施策 個別施策目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 基本施策 目標値 個別施策

①疫病予防・病気の早期発見 大腸がん検診受診率 20.1 16.3 30 ①健康づくりの推進

②健康づくりの推進
とうえい健康マイレージ達成者
割合（％）

― 1.5 5
②妊娠・出産・育児への支援の
充実

③予防接種・感染症対策事業
任意予防接種費用助成件数
(件)

― 521 650 ③成人・高齢者保健の充実

④心の健康対策の充実 自殺死亡率(％) 15.5 41.3 19.0以下 ④感染症対策

― ―
⑤精神保健(心の健康対策)の
充実

①地域医療の確保 地域医療の確保 確保 確保 確保 ①地域医療体制の構築

②地域医療体制確保のための
整備事業

新東栄医療センター（仮称）の
整備

検討 検討 完了
②町内医療機関、介護施設等
の人材確保

①安心して暮らすことのができ
る環境づくり

地域福祉計画の策定 ― ― 完了
①地域福祉のボランティアの育
成

②地域福祉を担うひとづくり
地域福祉に関する人材育成研
修の受講者数（累計）（人）

― ― 50 ②地域福祉活動の推進

③支えあう地域のネットワーク
づくり

地域福祉計画の推進 ― ― 推進 ③生活支援サービスの充実

①妊娠・出産・育児への支援の
充実

乳幼児健診にて「この地域で子
育てをしたいと思う」と回答した
割合(％)

― 86.9 90 ①多様な保育ニーズへの対応

②子育て支援サービスの充実
子育て支援センター事業の実
施

実施 実施 実施 ②子育て支援サービスの充実

③多様な保育ニーズへの対応 保育園待機児童数(人) 0 0 0 ③婚活支援

④児童虐待防止対策
要保護児童対策地域協議会の
開催

実施 実施 実施 ④児童虐待防止対策

①地域包括ケアシステムの推
進

地域ケア協議会実施地区数
（累計）

0 1 12 ①高齢者の居場所づくり

②高齢者の生活支援・福祉
サービスの充実

特別養護老人ホームへの一月
あたり入所人数（人）

60.58 73.75 63.75 ②高齢者の活用

③介護予防活動の推進
65歳以上の要介護・要支援者
認定率（％）

21.9 21.7 21.7 ③高齢者の生活支援

④医療・介護の連携 自宅での看取り件数（件） 11 8 8 ④認知症高齢者支援

⑤介護予防活動の充実

⑥地域包括ケアの推進

①相談支援体制の充実 相談支援専門員の設置 ― 実施 実施 ①自立と社会参加の支援

②多様な福祉サービスの提供 新規福祉サービス事業登録数 ― 1 5（累計） ②福祉サービスの充実

③ネットワークづくりの推進 交流機会の創出(回) ― ― 1 ③早期発見・早期療育の充実

①国民健康保険料の適正な賦
課・徴収

保険料の収納率（％） 95.96 96.33 99
国保保険料の収
納率(%)

①国民健康保険料の適正な賦
課・徴収

②健康の保持・増進と医療費
助成の充実

特定健康診査の受診率（％） 46.52 41.55 60
特定健診の受診
率(%)

②健康の保持・増進と医療費
助成の充実

③生活困窮者に対する自立支
援

生活困窮者からの相談対応 実施 実施 実施
特定保健指導の
実施率（％）

③社会保障制度の周知と広域
化への対応

― ―
国保特別会計の
健全性(%)

④生活困窮者に対する自立支
援

― ― ―

―

100

後期基本計画

―

基本構想 前期基本計画
変更理由
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１健康づくり

・健康診査等により健康管理
がされている。
・町民が、ライフステージ毎に
設定した健康目標に自らが取
り組んでいる。
・健康的で心豊かに暮らせて
いる。

健康な体を作り
医療機関にかか
る回数を減らす
（医療費の抑制
（町民1人あたり
の医療費)(円)）

― 31,412 25,130

運営 運営 運営

１健康づくり
健康づくり・病気
予防対策の満足
度(%)

母子保健は子育て支援
の一環とし、町民の健康
づくりの推進に重点を置
くため

２地域医療

・施設や医療機器の整備、常
勤医師の確保によって、安定
した医療提供体制が整ってお
り、住民が安心して受診でき
ている。
・在宅医療を充実させ、介護、
福祉等の各分野との連携によ
り、安心して暮らせている。

東栄医療セン
ターの運営

２地域医療
地域医療・救急
医療対策の満足
度（%）

医療体制の充実のため
には、人材確保の他にも
在宅医療の充実、介護
や福祉との連携等も必
要なため

４子育て支援

・子ども達がこの地域で健や
かに成長でき、保護者が安心
して子育てできる環境が整っ
ている。

子育て支援事業
の要望への未対
応件数

４子育て支援

保育所や保育
サービスへの満
足度（%) 安心して出産・子育てが

できる環境づくりに重点
を置いたため

子育てへの支援
の満足度(%)

３地域福祉

・住み慣れた地域で安心して
暮らす選択ができるように、住
民相互が支えあい、助け合う
地域社会が実現している。

地域福祉計画の
策定と推進

３地域福祉

住民同士の助け
合いによる地域
福祉活動の満足
度（%)

高齢・児童・障がい・母子
等各種福祉の根幹となる
施策として位置づけを改
めたため

― ―
完了
推進

0 0 0

６障がい者福
祉

・福祉などの総合的な支援に
より、障がいを持つ人も住み
慣れた地域や家庭で安心して
暮らせている。

在宅から障害福
祉施設に入所し
た人数（人）

６障がい者福
祉

障がい者(児）へ
の福祉施策満足
度(%)

分かりやすい個別施策
名としたため

５高齢者福祉

・住み慣れた地域で自分らしく
暮らせている。
・一人ひとりの個人が持つ力
を発揮しながら、友人や地域
の力、公的サービスや行政の
力を組み合わせて、暮らしに
関する課題を解決できる地域
となっている。

65歳以上の要介
護、要支援認定
者率（％）

５高齢者福祉
65歳以上の要介
護・要支援者認
定率(%)

Ｈ30年３月に地域包括ケ
ア推進計画が策定され
たことに伴う整理。その
中での、住み慣れた地域
暮らし続けるための施策
に重点を置いたため

21.9 21.7 21.7

― 2 5（累計）

７社会保障

・国民健康保険制度等によ
り、安定した医療給付制度が
継続している。
・生活困窮者が、就労支援や
資金の活用などにより、この
地域で安心して暮らせてい
る。

国保特別会計の
健全性(％)

７社会保障
Ｈ30年度に国民健康保
険制度が広域化された
ため

100 100
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イメージ 基本目標 方向性 基本施策 将来の姿 目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 個別施策 個別施策目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 基本施策 目標値 個別施策

後期基本計画基本構想 前期基本計画
変更理由

①一人ひとりに応じたきめ細か
な教育の推進

特別支援教育支援員の充足度
(％)

100 100 100 ①きめ細かな教育の推進

②知・徳・体が調和した教育の
推進

天地人教育の推進 推進 推進 推進
②知・徳・体が調和した教育の
推進

③連携教育の推進 保小中連携推進教育の推進
小中学
校の連
携

「めざす
姿」策定

「めざす
姿」推進

③連携教育の推進

④食育活動の推進
「愛知を食べる学校給食の日」
の年間実施回数

3 3 3 ―

⑤小中学校の施設・整備の充
実

児童生徒一人当たりのパソコン
所有率（％）

37 41 100
④小中学校の施設・整備の充
実

⑥高校への就学支援 高校生通学費補助事業の実施 実施 実施 実施
施設、設備整備
の充実度(%)

⑤高校への就学支援

①家庭教育への支援体制 相談体制の周知 ― ― 実施 ①家庭教育力の向上

②子どもの居場所づくり 放課後児童クラブの実施 実施 実施 実施 ②児童の健全育成

― ― ③子どもの居場所づくり

①生涯学習教室の充実
参加者アンケートによる生涯学
習活動の満足度（％）

76.4 76.7 80 ①生涯学習教室の充実

②スポーツ活動の充実 スポーツ団体の会員数(人) 754 553 500 ②スポーツ活動の充実

③総合社会教育文化施設の充
実と利用促進

体育施設の延べ利用者数(人) 45,232 51,722 52,000
スポーツ振興、ス
ポーツ施設の満
足度(%)

③総合社会教育文化施設の充
実と利用促進

①伝統文化の継承
保存団体同士の意見交換の実
施

実施 実施 実施

無形民俗文化財
の保存・継承後
継者の増加数
(人）

①後継者育成の支援

②文化財の保存・継承環境づく
り

文化財のＰＲ活動の実施 実施 実施 実施
文化財に関する
講座の参加者数
(人）

②文化財の保存・継承環境づく
り

①人権尊重の推進 小中学校での人権学習の実施 実施 実施 実施 ①人権尊重の推進

②国際交流を通じた多様性へ
の理解

国際交流に取り組む団体数 1 1 1 ②男女共同参画社会の推進

― ―
多文化共生・国
際交流の満足度
(%)

③国際化・国際交流の推進

―

20.9 18.7 16～18

76.4 76.7

20.9 18.7 16～18
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１学校教育

・一人一人の良さや可能性を
伸ばす教育がされている。
・時代を見据えた教育内容、
教育方法等により多様な学習
活動が実施されている。
・保育園、小学校、中学校、地
域が連携した教育が進んでい
る。
・希望に応じて高等教育が受
けられる環境が整っている。

80

11 11 11

1 1 1

保小中地域連携教育推
進計画の策定に伴う整
理のため

３生涯学習・生
涯スポーツ

・生涯を通して自主的に学習
できる機会が充実している。
・町民がスポーツを通じて体
力や健康の維持に取り組んで
いる。

参加者アンケート
による生涯学習
活動の満足度
（％）

３生涯学習・生
涯スポーツ

生涯学習活動の
施設や講座メ
ニューの満足度
(%)

適切に評価ができる指
標へと見直したため

一学年平均児童
生徒数(人)

１学校教育

特別支援教育支
援員の人数(人)

分かりやすい個別施策
名としたため
農業施策にあった食育
教育の推進を学校教育
に移動

小中学校の教育
内容の満足度(%)

２家庭・地域に
おける教育

・家庭と地域が一体となり、子
どもの健全育成を推進できる
体制ができている。

一学年平均児童
生徒数(人)

２家庭・地域に
おける教育

あいさつ運動の
履行率(%)

４文化の保存
と伝承

・花祭やシカウチ行事などが
伝承されている。
・文化財等を通じ、町の歴史
を知り、故郷の価値が実感で
きている。

無形民俗文化財
の保存会団体数

（団体）

４文化の保存
と伝承

伝統文化の継承対策は
後継者育成のみではな
いことから見直しをした
ため

５多様な学び
の場

・差別や偏見がなく、誰もが暮
らしやすい町となっている。
・暮らしの多様性が理解され
ている。

国際交流に取り
組む団体数

５多様な学び
の場

男女があらゆる
分野で対等に活
躍できる社会づく
りの満足度(%)

社会の対応や変化が求
められる施策であること
から評価指標を適切なも
のに見直したため

―
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イメージ 基本目標 方向性 基本施策 将来の姿 目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 個別施策 個別施策目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 基本施策 目標値 個別施策

後期基本計画基本構想 前期基本計画
変更理由

①常備消防体制の充実 新城市消防本部分署の維持 維持 維持 維持 ①常備消防体制の充実

②消防団活動の強化 消防団活動マニュアルの策定 ― ― 完了 ②消防団活動の強化

③防災体制確立のための整備
町が開設する避難所の指定
（箇所）

― ― 12 ③防災体制の充実

④住民・行政が一体となって行
う防災まちづくり

防災マップの更新 検討 検討 完了 ―

①防犯対策の推進 防犯教室への参加者数 ― 80 100
防犯対策・消費
者相談の満足度
(%)

①防犯対策の推進

①消費生活相談体制の充実 消費生活相談の実施 実施 実施 実施 ②安全な交通環境の整備

②安全な交通環境の整備
町内における人身事故の年間
発生件数（件）

6 12 5 ③交通安全意識の高揚

③交通安全意識の高揚 運転支援装置設置数（台） 0 0 50 ― ―

①町土保全のための整備活動
里山林環境整備による伐採面
積（a）

51.00 199.11 200.00 ①自然災害の防止

②町土保全のための環境づくり
森林環境譲与税を活用した境
界確定面積（ha）

― ― 1,000 ②自然環境の保全と育成

③施策と連動した土地の利活
用検討

土地利用計画の策定 ― 検討 完了 ―

地域防災体制や
防災対策の満足
度(%)

地域の防災訓練や防災
士育成によって、協働に
よる防災体制をさらに推
進できる状況へと変化し
てきたため

0 2 2

7 4 2

― ― 完了 ３町土の保全
土砂災害による
死亡者

町土の保全には行政と
住民による協働での取り
組み等が必要なため
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１消防・防災・
減災

・安心な暮らしを支える消防体
制が整備されている。
・自主的な防災減災対策によ
り、災害時の被害が最小限に
抑えられている。
・地区防災計画などに基づい
た避難行動ができる。

地区防災計画を
策定している自
主防災会数

１消防・防災・
減災

３町土の保全

・効率的、計画的に砂防事
業、急傾斜地崩壊対策事業な
どが実施されている。
・町土が持つ自然の機能が保
全されている。
・土地利用計画図によって、
今後のまちづくりの方向性が
共有されている。

土地利用計画の
策定

２地域の安全
(防犯・交通安
全)

・地域が一体となって取り組む
防犯活動・交通安全運動によ
り、安全安心に暮らすことがで
きる環境が整っている。

刑法犯罪発生件
数（件）

２地域の安全
(防犯・交通安
全)

適切に評価ができる指
標へと見直したため

交通安全対策の
満足度(%)

3



【資料2】・後期計画概要一覧

イメージ 基本目標 方向性 基本施策 将来の姿 目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 個別施策 個別施策目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 基本施策 目標値 個別施策

後期基本計画基本構想 前期基本計画
変更理由

①森林の保全と活用

②河川の保全

1人1日あたりの
ごみ排出量(g)

①新たな廃棄物の収集・処理
体制の検討

収集ごみの分類
数(分類）

②ごみ減量化の推進

資源ごみ自主回
収の実施地区数
(地区）

③資源リサイクルの推進

①ごみの排出量の削減
一人一日あたりのごみの排出
量（g）

789 739 721 ①環境美化活動の推進

②環境美化活動の推進
ごみゼロ運動への参加者数
（人）

1,000 1,428 1,350 ②公害防止の推進

③公害の防止 環境調査の実施 実施 実施 実施 ③新エネルギーの普及促進

④新エネルギーの普及促進
住宅用太陽光発電設備の設置
数

3 2 3 ―

⑤森林・河川の保全 水質調査の実施 実施 実施 実施 ―

①安定した水の供給 簡易水道管路更新計画の策定 ― ― 完了 ①安定した水の供給

②水道事業経営の健全化 地方公営企業法の適用 ― 準備 完了 ②水利用の健全化

①下水道、農業集落排水の長
寿命化

ストックマネジメント計画の更新
と推進

― 準備 推進
①下水道、農業集落排水の長
寿命化

②生活排水の適正処理
合併処理浄化槽設置補助件数
（件）

5 3 3 ②生活排水の適正処理

③下水道事業経営の健全化 地方公営企業法の適用 ― 準備 完了 ③下水道事業経営の健全化

④処理施設の有効利用 公園・広場維持管理数（箇所） 2 2 2 ④処理施設の有効利用

― ― ― ― ６景観
景観づくりに取り
組む団体数（団
体）

環境保全条例の制定に
伴う整理によって「３地域
環境の保全」に収れんし

―

―

92.3 98.0

――

１森林・河川の
保全

― ―

１地域環境の
保全

・環境保全条例の理念が子ど
もからお年寄りまで、広く共有
されている。
・行政、事業者、住民が環境
に配慮した暮らしや事業活動
を行い、良好な地域環境が守
られている。

環境保全条例の
実践」

環境保全条例の制定に
伴う整理によって「３地域
環境の保全」に収れんし
たため

― ― ― ― ―

― ― ―

― ― ― ２廃棄物

３地域環境の
保全

一斉ごみゼロ運
動参加者数（人）

山、河川などの
自然環境の保全
の満足度(%)

― ― 実践

４水道
簡易水道耐震管
敷設替率(%)

山
の
め
ぐ
み
を
う
け
　
と
も
に
築
く
彩
り
の
里

④
環
境
と
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

身
の
周
り
の
生
活
環
境
も

、
昔
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た
自
然
環
境
も

、
行
政
・
事
業
者
・
町
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
の
自
覚
と
行
動
に
よ

っ
て

、
み
ん
な
で
守
り
未
来
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
町

― ― ―

適切に評価ができる指
標へと見直したため

３汚水処理

・汚水処理施設が整備され、
清潔で快適な生活環境、水質
が保全され、結果として河川
をはじめとする自然環境が守
られている。

下水道接続率
（％）

５汚水処理

下水道接続率(%)

適切に評価ができる指
標へと見直したため

農業集落排水接
続率(%)

56.0 55.8 60.0

91.0

２水道
・安定した質と量を供給できる
水道施設及び水資源が保全・
確保されている。

簡易水道事業有
収率（％）

4



【資料2】・後期計画概要一覧

イメージ 基本目標 方向性 基本施策 将来の姿 目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 個別施策 個別施策目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 基本施策 目標値 個別施策

後期基本計画基本構想 前期基本計画
変更理由

①農用地の保全
中山間地域等直接支払、多面
的機能支払交付金事業取り組
み集落数(地区)

8 8 7 ①農用地の保全

②農業後継者・担い手の育成
支援

新規就農者数(延べ人数) 1 4 6
②農林漁業を通じた交流の推
進

③農業を通じた経済循環の拡
大

農林業体験イベントに取組む団
体数

4 6 6 ③特産品開発の促進

④農業施設の維持管理
開設・改修等を行った路線数
（累計）

6 23 30
④農業後継者・担い手の育成
支援

― ― ⑤食育活動の推進

― ― ⑥農業施設の維持管理

①林業従事者の確保・育成 新規林業就業者数（累計）（人） 2 4 6 ①林業従事者の確保・育成

②森林組合の体制強化
森林施業プランナーの数（累
計）（人）

2 2 4 ②森林組合の体制強化

③間伐材の利用促進
間伐材の利用量（木の駅等再
利用分）（トン）

190.00 76.92 110.00 ③間伐材の利用促進

④木材流通の改善 木材生産販売量（㎥） 3,331 4,559 5,014 ④木材流通の改善

⑤鳥獣害対策の充実 有害鳥獣捕獲数（頭） 535 711 650 ⑤鳥獣害対策の充実

⑥林道施設の整備
開設・改修等を行った路線数
（累計）

5 30 50 ⑥林道施設の整備

①鮎釣り客増加のための取り
組み

稚鮎の放流量（ｔ） 2 2 2

②振草川鮎を活用した地域内
経済循環

鮎の買い取り制度による販売
金額（万円）

― 160 250

③河川環境の保全
協働による河川整備活動の実
施

実施 実施 実施

①起業・事業存続対策 新たな起業者数（人） 4 5 3
工業振興・企業
立地の施策の満
足度(%)

①企業誘致・企業存続対策

②事業のステップアップ力の強
化

事業者間同士の連携事業数
(件)

― 1 22
商業・商店街振
興の施策の満足
度(%)

②事業者支援の拡大

③商工会の体制強化 ― ③商業サービス等の充実

― ― ④商工会への支援

①地域資源を活用した地域内
経済循環の仕組みづくり

ビューティーツーリズムの参加
コンテンツ数

― 1 20
とうえい温泉入浴
者数

①観光資源の開発・整備

②地域商品のブランド化やオン
ラインショップの推進

地域商品のブランド化に向けた
取組（取組件数）

― ― 10 ②観光推進体制の確立

③利益を生むイベントへ転換
事業者同士の連携件数(件）
再掲

― 1 22
③魅力イベント、ツアー等の企
画・実施

④観光施設の見直し・整備
観光案内表示の改修・設置（累
計）(箇所)

0 6 11
観光振興の施策
の満足度(%)

④観光ＰＲ・プロモーション活動
の充実

⑤観光情報発信の推進
観光まちづくり協会ホームペー
ジアクセス数

― 140,567 300,000 ― ―

― ― ― ― ― ５消費者対策
消費者相談実施
回数(回）

①消費生活相談体制の充実 基本目標３へ収れん

230 198 167

―

―

205,316 199,414 210,000

0

――

山
の
め
ぐ
み
を
う
け
　
と
も
に
築
く
彩
り
の
里

⑤
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

農
地
や
森
林
を
保
全
す
る
と
と
も
に

、
人
の
流
れ
を
活
か
し
た
商
工
業
や
観
光
業
を
中
心
に
地
域
内
経
済
循
環
の
輪
を
拡
大
さ
せ

、
暮
ら
し
に
必
要
な
産

業
を
維
持
・
活
性
化
で
き
る
町

１農業

・遊休農地情報が管理され、
農業者への貸し出し等利活用
に繋がっている。
・就農から定着までの総合的
な支援によって、担い手が育
成されている。
・農地の利活用と担い手の確
保により、荒廃が防止され、
農地機能と景観が保全されて
いる。

新規農地取得面
積(累計)(ha)

１農業

地区による農地
管理(地区数)

５観光

・地域資源をテーマにした体
験メニュー等により、ビュー
ティーツーリズムなどにより、
誘客促進が図られている。
・地域産品のブランド化等、町
の魅力を知ってもらうためのコ
ンテンツが充実している。
・事業者同士の連携イベント
などにより、事業者に利益が
生まれている。

年間観光入込客
数（人）

４観光

食育活動は教育分野
へ、特産品開発は観光
分野へと整理したため

新規就農者数累
計（人）

２林業

・林業従事者が確保されてい
る。
・森林環境譲与税などの財源
の活用により森林整備が進
み、森林機能が保全されてい
る。

新規林業就業者
数(累計)(人)

２林業

新規林業就業者
数累計（人）

―

移動販売事業について
は、事業拡大への支援
に含むこととし、買い物
弱者支援は福祉的側面
があることから、基本目
標1へも記載することとし
たため新たな起業者数

6.1 10

2 4 6

― ― ―
活力あるまちづくりに重
要な分野であり、明確な
位置づけが必要なため

―

―

観光協会の設立や
ビューティーツーリズム
等のテーマ性のある観
光事業が推進されるよう
になり、状況が変化した
ため

東栄フェスティバ
ル・チェンソー
アート大会・和太
鼓「絆」プロジェク
ト・星空おんがく

森林整備面積
（ha）

３漁業

・多くの釣り客が来町してい
る。
・振草川の鮎のブランド力が
向上し、鮎の買い取り、販売、
鮎料理の提供等によって利益
が出ている。
・引き続き河川環境が維持さ
れている。

年間の釣り客数
（人）

４商工業

・新規起業者への支援策等に
より、事業の担い手が確保さ
れている。

・暮らしを支える事業が継続さ
れている。

町内事業者数
（所）

３商工業

― 2,147 3,000

5



【資料2】・後期計画概要一覧

イメージ 基本目標 方向性 基本施策 将来の姿 目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 個別施策 個別施策目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 基本施策 目標値 個別施策

後期基本計画基本構想 前期基本計画
変更理由

年少人口(人) 279 265 257 ①住居の選択肢の充実
町営住宅改修済戸数(累
計)(戸)

0 25 79 住宅整備率(%) ①安心・安全な住環境の確保

生産年齢人口
(人)

1,487 1,283 1,146 ②暮らし続けるための支援
暮らし続けるための状況に応じ
た施策の見直し

実施 実施 実施
分譲地の町外定
住人口の増加数
(人）

②町営住宅の適正管理

老齢人口(人) 1,680 1,576 1,437 ③受け入れ態勢の仕組みづくり 移住ソムリエの運用 ― 運用 運用 ③特定空き家対策

全人口 3,446 3,125 2,841 ― ― ④空き家の有効活用

①町道の整備と適正な維持管
理

改修等を行った路線数（累計） 6 32 50
①町道の整備と適正な維持管
理

②主要幹線道路の整備
主要幹線道路整備に関する要
望活動の実施

実施 実施 実施 ②主要幹線道路の整備

③協働による道づくり 機材の貸出し 実施 実施 実施 ③協働による道づくり

①暮らしを便利にする公共交通 ①バス運行の充実

②町外とを結ぶ公共交通 ②鉄道利用の促進

③移動の利便性を向上するた
めの調査研究

移動の利便性を向上するため
の調査研究の実施

実施 実施 実施 ―

①北設情報ネットワークの維
持・研究・検討

北設情報ネットワークのイン
ターネット加入率(％)

25.0 27.0 32.0 ①北設情報ネットワークの維持

②Wi－Fi環境等の整備による
暮らしを支える情報基盤整づく
り

公共施設のwi-fi環境の整備箇
所数(累計)

3 7 20 ②北設情報ネットワークの活用

― ― ③情報システムの充実

― ― ④情報セキュリティ対策の充実

―

―

実施

３公共交通

・児童や生徒、高齢者等の交
通弱者が不便なく移動できる
公共交通が確保されている。
・機能が集まる地区と暮らす
地区が公共交通で結ばれ、便
利で効率的な暮らしができて
いる。
・公共交通を活用し、町外から
来訪者が訪れている。

公共交通による
集落カバー率
(％)

町営バス年間乗降客数(人)

３公共交通
公共交通の整備
の満足度(%)

公共交通によるまちづく
りの方向性が明確化され
たことに伴い見直しをし
たため

移住施策は一定の成果
が出ており、今後に向け
ては住宅の整備だけで
はなく、暮らしを始めるた
めの支援や地域での受
け入れによってさらに効
果が見込めることから施
策を見直したため

町営住宅等の入
居率(%)

２道路

・東栄IC開通による快適なア
クセス確保とともに、国県道の
改良工事によって安全安心な
走行が可能となっている。
・町道の橋、舗装、側溝、法面
は適正に点検・改良が行わ
れ、安全安心な道路環境が整
備されている。

道路の維持管理 ２道路
生活道路などの
一般道路の整備
の満足度(%)

１定住促進

・移住希望者や転居希望者が
複数の選択肢の中から住居
を選ぶことができる。
・暮らしを始める人、暮らしを
続ける人に向けた支援策があ
る。
・みんなで、移住希望者を「と
もに暮らす仲間」ととらえ、受
け入れ体制が整っている。

１定住促進

100 100

実施 実施

100

―

情報通信網の整
備率(%)

情報通信の高度化等社
会変化に対応した内容
に見直したため

山
の
め
ぐ
み
を
う
け
　
と
も
に
築
く
彩
り
の
里

⑥
定
住
・
交
流
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

町
に
暮
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す
人
や
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わ
る
人
の
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保
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要
な
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盤
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備
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、
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栄
町
で
の
暮

ら
し
と
町
外
と
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
町

４情報通信基
盤

・Wi－Fi環境、５Gなどの新時
代に対応した情報基盤が整
備されている。
・情報基盤により、都市部と大
きな格差なく仕事や子育て、
教育等が行われている。
・リモートワークやワーケー
ション等山間地域に仕事の拠
点を持つ人の受け入れが可
能な情報通信環境が整備さ
れている。

北設情報ネット
ワークのカバー
率(％)

４情報通信基
盤

―

100 100 100

44,541 34,578 34,100
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【資料2】・後期計画概要一覧

イメージ 基本目標 方向性 基本施策 将来の姿 目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 個別施策 個別施策目標値 Ｈ26 Ｒ1 Ｒ7 基本施策 目標値 個別施策

後期基本計画基本構想 前期基本計画
変更理由

①まちづくりへの参加機会の確
保

まちづくり座談会への参加者数
(人)

― 50 50
地域づくり活動へ
の支援の満足度
(%)

①まちづくりの支援と人材の育
成

②地域づくり活動への取り組み
元気な地域づくり支援事業新規
活用団体数(累計)

0 5 10
ＮＰＯ・ボランティア
への活動支援の満
足度(%)

②コミュニティ支援の充実

④男女共同参画社会の推進
町職員の女性管理職の割合
（％）

12 33.3 35 ④外部人材の受け入れ

①行政情報の円滑な公開
多様な媒体による町の情報発
信の実施

実施 実施 実施 ①行政情報の円滑な公開

②広聴活動の実施 広聴活動の実施 実施 実施 実施 ②広聴活動の実施

①事務事業の効率化 行政評価の実施 実施 実施 実施 ①事務事業の効率化

②公共施設の適正な管理・運
用

公共施設管理計画の推進 ― 推進 推進
②公共施設の適正な管理・運
用

③健全な財政運営 総合計画実施計画の推進 ― 推進 推進 ③役場庁舎の整備

― ― ④健全な財政運営

①広域行政の推進 ― ①広域行政の推進

②多様な地域連携の推進 ― ②多様な地域連携の推進

― ― ③市町村合併の検討・協議

１まちづくりへ
の参加

１地域活動・集
落支援

まちづくり基本条例の制
定に伴い内容の見直しを
したため
個別施策④はまちづくり
に必要な要素であること
から、整理のため基本目
標の２から移動したため

・まちづくり基本条例が実践を
通して町民に浸透している。
・町民一人一人が暮らしの課
題解決に向け取り組んでい
る。
・暮らしの多様性が理解され
るとともに、様々な人が活躍で
きる環境が整っている。
・みんなで、「暮らし続けられ
るまち」を目指している。

２広報・広聴

・広報や広聴活動を通して行
政の透明性が確保されてい
る。
・町の情報が住民に適切に伝
わっている。

まちづくりに関す
る話し合いへの
人口に対する延
べ参加率(％)

２広報・広聴
町の広報や情報
公開の満足度(%)

山
の
め
ぐ
み
を
う
け
　
と
も
に
築
く
彩
り
の
里

⑦
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
を
下
支
え
す
る
安
定
的
か
つ
時
代
に
即
し
た
行
財
政
運
営

と

、
適
切
な
情
報
提
供
と
共
有
に
よ
り
み
ん
な
で
町
の
将
来
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
る
町

４広域連携
東三河広域連合
における共同処
理事務数

適切に評価ができる指
標へと見直したため

適切に評価ができる指
標へと見直したため

３行財政運営

・効率的、効果的かつ持続可
能な行政運営がされている。
・効果的効率的な事業の採択
と、的確な財政計画に基づく
予算執行がされている。

適切に評価ができる指
標へと見直したため

―

93.0

―

94.3 85.0

連携 連携 連携 ４広域連携

・関係市町村が共通する行政
課題に対し、市町村の枠を超
えて連携し取り組んでいる。
・時代に即した広域連携のあ
り方が常に検討されている。

必要に応じた連
携

経常収支比率
（％）

まちづくり基本条
例の実践

実践 実践 実践
③地域おこし協力隊員の定着
支援

― 8.5 11.7

―

―

③まちづくり人材の育成
まちうづくり人材育成のための
仕組づくり

0 50 50

３行財政運営
効率的な行政や
財政の運営の満
足度（％）

外部人材の受け
入れ(人）
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